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令和５年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
適切な進路選択と専門性の向上を目指して
自ら学び、社会貢献に主体的・協働的に取
り組もうとする。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観察、授
業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

1
単
元
1

4
中
間

【単元名】
・生活産業基礎を学ぶ

【目標】
社会の変化と衣生活の変化に
ついて理解する。
生活産業に求められるもの、ス
ペシャリストに求められるものを
考える。

(1)生活産業を学ぶに
あたって
エ：生活産業の意義
と役割
(2)ライフスタイルの
変化と生活産業
ア：社会の変化とライ
フスタイルの多様化
・教材
・一人１台端末の活
用　等

1
単
元
2

8
中
間

【単元名】
・衣生活関連の職業と資格
・職業と自己実現

【目標】
社会の課題とその解決のために、
ファッション産業が果たしている役割
について理解する。
職業人に求められるマネジメントの
重要性について考える。
・ファッション産業に関わる職業人に
求められる資質・能力と役割や責任
について理解する。
社会貢献に向けて成長しようとして
いる。

(1)生活産業を学ぶに
あたって
ア：働くことの社会的
な意義と役割
イ：職業人に求めら
れる倫理観
(4)生活産業と職業
(5)職業生活と自己実
現
・教材
・一人１台端末の活
用　等

1
単
元
3

6
期
末

【単元名】
・ファッション産業の構造

【目標】
ファッションビジネスの流れと最
近の動向について理解する。
日本の伝統産業について理解
する。

(1)生活産業をマナぶ
にあたって
ウ：産業構造の変化
と課題
(2)ライフスタイルの
変化と生活産業
イ：生活産業の発展
と伝統産業
・教材
・一人１台端末の活
用　等

【知識・技能】
・社会の変化について理解している。
・衣生活の変化について理解している。
　
【思考・判断・表現】
生活産業とは何か、生活産業を担うスペシャリスト
に求められるものについて分析している。

【主体的に学習に取り組む態度】
多様なライフスタイルを尊重しようとしている。

【知識・技能】
社会の課題とファッション産業が果たしている役割
を理解している。
・ファッション産業に関わる職業人に求められる資
質・能力と役割や責任について理解している。
【思考・判断・表現】
職業人に求められるマネジメントの重要性について
分析している。

【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション産業に関わる職業人に求められる資
質・能力を伸ばし、社会に貢献しようとしている。

【知識・技能】
ファッション産業の構造とそれぞれの役割、またそ
の変遷と課題について理解している。
　
【思考・判断・表現】
日本の伝統産業がなぜ海外で高く評価されている
のか、分析している。
現代のファッション産業が抱える課題について考え
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション産業が抱える課題について協働的に課
題を解決しようとしている。

評価方法

定期テスト
小テスト
レポート
ワークシート

定期テスト（論述問題など）
小テスト
レポート
ワークシート
観察（学習状況，討論・発表など）
学習の振り返り

学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

科目：「生活産業基礎」の目標，評価方法
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

目標

ファッション産業や関連する職業につ
いて体系的・系統的に理解する。

ファッション産業に関連する課題を見出
し、ファッション産業を担う職業人として合
理的かつ創造的に解決するしようとす
る。

対象学年組 第1学年4組

使用教科書 生活産業基礎（実教出版）　

教科 家庭 単位数 年間授業時数(予定：単位数×35時間)

科目 生活産業基礎 2 70時間
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学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

1
単
元
4

6 期
末

【単元名】
・消費と消費者行動

【目標】
消費者のニーズの多様化と消費
者調査の方法、消費者の意思
決定のプロセス、ファッション感
性による消費者分類の方法につ
いて理解する。

(3)ライフスタイルの
変化に対応した商
品・サービスの提供
ア：消費者ニーズの
把握

・教材
・一人1台端末の活
用　等

2
単
元
5

14
中
間

【単元名】
・ファッションマーケティング
・マーチャンダイジング

【目標】
ブランディングの意義と顧客満
足のための商品計画について
理解する。

(4)生活産業と職業
イ：衣生活産業

・教材
・一人1台端末の活
用　等

2
単
元
6

14
期
末

【単元名】
・ファッション商品知識
・デザインの定義と特性
・ファッションコーディネーション

【目標】
アパレル産業（生産者）の視点
を通してファッション商品をデザ
インやコーディネーションの視点
から理解する。

(4)生活産業と職業
イ：衣生活産業

・教材
・一人１台端末の活
用　等

3
単
元
7

18
学
年
末

【単元名】
流通
【目標】
小売産業の視点を通して、ファッ
ション産業について理解する。

(4)生活産業と職業
イ：衣生活産業

・教材
・一人１台端末の活
用　等

【知識・技能】
小売産業とその流通の仕組みについて理解してい
る。
【思考・判断・表現】
単独店やチェーン店といった業態の違いによる仕
組みの違いを、身近な生活の中から分析している。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業で課された問いに対し協働的に課題を解決し
しようとしている。

【知識・技能】
消費者のニーズの多様化の傾向とファッション産業
が実施しているニーズの把握方法について理解し
ている。
消費者が購入を決める心理的段階について理解し
ている。
ファッション感性による消費者分類の方法について
理解している。
　
【思考・判断・表現】
日常生活を振り返り、学習内容がどのような場面で
生かされているか分析している。

【主体的に学習に取り組む態度】
購入する側から販売する側へと職業人として視点
を意識的に移そうとしている。

【知識・技能】
ブランドのターゲットとコンセプトの設定、マーケティ
ング戦略、マーケットセグメンテーションの目的とに
ついて理解している。
商品の開発プロセス、品揃え計画、価格設定、シー
ズン計画、売場構成などマーチャンダイジングの役
割について理解する。
　
【思考・判断・表現】
ビジネス用語を蓄積し学習や生活に生かしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業で課された問いに対し協働的に課題を解決し
ようとしている。

【知識・技能】
ファッション商品について服種やアイテム、ディテー
ルの違いを理解している。デザインの構成要素を
理解している。コーディネーションの要件を理解して
いる。

【思考・判断・表現】
ファッション商品の詳細を理解し、生活に生かして
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業で課された問いに対し協働的に課題を解決し
ようとしている。
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令和5年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
衣生活の充実向上を目指して自ら学び、
ファッションの造形に主体的かつ協働的に
取り組む態度を養う。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観察、授
業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

1
単
元
1

24
中
間

【単元名】
洋服の製作

【目標】
製作の基礎の学習を通して、縫
製に関する基礎的な事項を理解
し技法を習得する。

製作のための用具
縫製の基礎
　・適切な縫い目
　・基本の縫い方
　・縫い代の始末
　・折代の始末
　・ﾎﾞﾀﾝﾎｰﾙ・ﾎﾞﾀﾝ・
　　ｽﾅｯﾌﾟつけ
　・ﾎｯｸつけ方
　・ミシンの調整

1
単
元
2

30 期
末

【単元名】
衣服の構成
衣服の素材
【目標】
衣服の構成、衣服の素材の学
習を通して、人体と衣服、立体構
成と平面構成、衣服素材の性能

人の体と衣服
・人体計測
・体型の特徴
・動作による人体寸
　法・体系の変化
立体構成と平面構成
衣服材料の選択

2
単
元
3

24
中
間

【単元名】
洋服の製作
【目標】
スカートの製作を通して衣服材
料の選択、構成、縫製について
理解する。
全国高等学校被服製作技術検
定4級

スカートの基本の形
製図
縫製
着装発表

2
単
元
4

30 期
末

【単元名】
洋服の製作
【目標】
ブラウスの製作を通して衣服材
料の選択、構成、縫製について
理解する。

ブラウスの基本の形
原型製図
製図の展開
縫製

3
単
元
4

32 期
末

【単元名】
洋服の製作
【目標】
ブラウスの製作を通して衣服材
料の選択、構成、縫製について
理解する。

縫製
着装発表

【知識・技能】
製作のための用具、縫製の基礎を理解している。
【思考・判断・表現】
適切な道具を用い効率的な作業をしようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション造形の基礎的な能力を習得に取り組み
上達しようとしている。

【知識・技能】
人体の構造や機能動作時の変化に対するゆるみ、
性別や年齢による体型の変化などを理解する。
立体構成と平面構成について理解する。
平面製図について理解をする。
【思考・判断・表現】
心地よい衣服を作るためには体型の変化などを考【知識・技能】
スカートの製作のため知識、縫製を理解している。
【思考・判断・表現】
適切な道具を用い効率的な作業をしようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション造形の基礎的な能力を習得に取り組み
上達しようとしている。
検定合格に向け知識技術をの定着をめざす。
作品をを着装し表現ができる。

【知識・技能】
ブラウスの製作のため知識、縫製を理解している。
【思考・判断・表現】
適切な道具を用い効率的な作業をしようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション造形の基礎的な能力を習得に取り組み
上達しようとしている。

【知識・技能】
ブラウスの製作のため知識、縫製を理解している。
【思考・判断・表現】
適切な道具を用い効率的な作業をしようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ファッション造形の基礎的な能力を習得に取り組み
上達しようとしている。
作品をを着装し表現ができる。

評価方法

定期テスト
小テスト
縫製の基礎練習の完成度
作品の完成度

定期テスト
小テスト
縫製の基礎練習の取り組み
作品への取り組み

学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

科目：「ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎」の目標，評価方法
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

目標

被服の構成、被服材料の種類や特
徴、被服製作などについて体系的・系
統的に理解するとともに関連する技術
を身に付けるようにする。

衣服製作やデザインに関する課題を発
見し、ファッションの造形に主体的かつ協
働的に取り組む態度を養う。

対象学年組 第1学年　　　４　　　組

使用教科書 ファッション造形基礎（実教出版）

教科 家庭 単位数 年間授業時数(予定：単位数×35時間)

科目 ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 4 140時間
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令和５年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
ファッション産業と色彩の関係性を学ぶこと
を通して、実社会での効果的な活用を学ぶ
とともに、相手の好みを尊重しようとし、協働
的に色彩に関わる課題を解決しようとする。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観察、授
業中の発言など）
学習の振り返り

1
単
元
1

中
間
・
期
末

【単元名】

色彩理論

【目標】
色彩理論の学習を通して、色彩
の働きを理解し、色彩の効果を
考えるとともに、身の回りの色彩
活用に関心を持とうとする。

色の三属性
色の成り立ち
光と色
三原色と混色
視覚と色
色彩心理とは
色の見え
色彩の感情効果
色彩の連想

2
単
元
2

中
間
・
期
末

【単元名】

色彩の技術

【目標】
色彩技術の学習を通して、色彩
の配色構成を考えるとともに、配
色の調和感を分析し、学習内容
を被服製作に活用することがで
きる。

配色の基礎
色彩構成の基礎

3
単
元
3

中
間
・
期
末

【単元名】

ﾌｧｯｼｮﾝ産業と色彩

【目標】
ファッション産業と色彩の関係性
を学ぶことを通して、実社会での
効果的な活用を学ぶとともに、
相手の好みを尊重しようとし、協
働的に色彩に関わる課題を解決
しようとする。

ファッション産業にお
ける色彩の役割
企画段階の色彩・生
産段階の色彩
流通段階の色彩
講師を招いての演習
デザイン画

【知識・技能】
色彩のはたらきを理解している。
色の三属性を理解している。
色の見え方を理解している。

【思考・判断・表現】
混色による色づくりを分析できる。
色による感情効果を学習や生活に生かしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
色彩から連想される他の意見を尊重しようとしてい
る。

【知識・技能】
類似の調和と対照の調和を理解している。
色相やトーンを基準にした配色を理解している。

【思考・判断・表現】
色彩構成を立案している。
色彩構成のテクニックを学習や生活に生かしてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
色彩構成の分類について、協働的に課題を解決し
ようとしている。

【知識・技能】
ファッション産業と色彩の関係を理解する。
商品陳列と色彩の関係を理解する。

【思考・判断・表現】
自分や相手に似合う色を提案している。
パーソナルカラーの知識を応用してデザインしてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
パーソナルカラーの特別実習を通して、相手に似
合う色彩を探すことに貢献しようとしている。

評価方法

定期テスト
ワークシート

定期テスト
小テスト
ワークシート

学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

科目：「ファッションデザイン（色彩）」の目標，評価方法
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

目標

色彩理論の学習を通して、色彩のは
たらきを理解し、色彩の効果を考える
とともに、身の回りの色彩活用に関心
を持とうとする。

色彩技術の学習を通して、色彩の配色構
成を考えるとともに、配色の調和感を分
析し、学習内容を被服製作に活用するこ
とができる。

対象学年組 第1学年　　　４　　　組

使用教科書 ファッション色彩〔Ⅰ〕

教科 服飾 単位数 年間授業時数(予定：単位数×35時間)

科目 ファッションデザイン（色彩） 1 35時間
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令和5年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
生活産業や関連する職業への関心を高め、
適切な進路選択と専門性の向上を目指して
自ら学び、生活産業の振興に主体的かつ協
働的に貢献しようとする。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観察、授
業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

1
単
元
1

6 期
末

【単元名】
生活産業を学ぶにあたって

【目標】
働くことの社会的な意義や役割
について理解する。産業構造の
変化について課題を発見し、生
活産業を担う職業人としてその
解決法を考える。

・講義
・プリント資料
・ワークシート
・一人１台端末
・定期考査

1
単
元
2

22 期
末

【単元名】
ライフスタイルの変化と生活産
業
【目標】
社会の変化に伴いライフスタイ
ルが多様化し、人々のニーズに
対応して生活産業が発展してい

・講義
・プリント資料
・ワークシート
・一人１台端末
・定期考査

2
単
元
3

12
期
末

【単元名】
ライフスタイルの変化に対応した
商品・サービスの提供
【目標】
消費者のニーズを的確にとらえ
ることの必要性と、商品を企画
し、提供していく上で必要なマネ

・講義
・プリント資料
・ワークシート
・発表・討議
・一人１台端末
・定期考査

2
単
元
4

10
期
末

【単元名】
生活産業と職業
【目標】
家庭に関する学科に関連した産
業の種類や特徴、関連する職業
について理解し、関連する情報
を収集・整理する。生活産業に

・講義
・職業人インタビュー
・プリント資料
・ワークシート
・発表・討議
・一人１台端末
・定期考査

2
単
元
5

6
期
末

【単元名】
職業生活と自己実現
【目標】
生活産業に関わる職業人に求
められる資質・能力、役割や責
任、職業資格などについて理解
し、関連する情報を収集・整理す

・職業人による講話
・プリント資料
・ワークシート
・発表・討議
・一人１台端末
・定期考査

3
単
元
6

8
期
末

【単元名】
将来の職業生活と経済的自立
【目標】
ライフイベントとお金について理
解する。生活していくのに必要な
お金について、社会保険制度に
ついて理解し、関連する情報を

・講義
・プリント資料
・ワークシート
・発表・討議
・一人１台端末
・定期考査

3
単
元
7

6
期
末

【単元名】
職業生活を支える諸制度
【目標】
休業制度などの職場の諸制度
について理解し活用する方法に
ついて考える。求人票の見方を
理解し、希望進路と関連させる。

・講義
・プリント資料
・ワークシート
・発表・討議
・一人１台端末
・定期考査

【知識】
職業生活を支える諸制度について理解している。
求人票の見方を理解している。
【思考・判断・表現】
職場の諸制度について活用する方法について情報
を収集・整理し、蓄積している。
【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
働くことの社会的な意義や役割について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
産業構造の変化について課題を発見し、生活産業
を担う職業人としてその解決法を立案している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業を担う職業人として生活産業の振興に主
体的かつ協働的に貢献しようとしている。課題に進
んで取り組み期日までに提出している。

【知識・技能】
社会の変化とライフスタイルの多様化について理
解している。
【思考・判断・表現】
人々のニーズに対応して生活産業が発展している
ことを分析している。
【主体的に学習に取り組む態度】【知識・技能】
消費者のニーズを的確にとらえることの必要を理解
している。
商品を企画し、提供していく上で必要なマネジメント
の手法、関係法規を理解している。
【思考・判断・表現】
消費者のニーズに対応した商品・サービスについ【知識・技能】
家庭に関する学科に関連した産業の種類や特徴、
関連する職業について理解する。
【思考・判断・表現】
家庭に関する学科に関連する職業について情報を
収集・整理し、蓄積している。
【主体的に学習に取り組む態度】【知識・技能】
職業生活と自己実現について理解している。
【思考・判断・表現】
生活産業に関わる職業人に求められる資質・能力・
役割・責任・職業資格などについて情報を収集し蓄
積している。
【主体的に学習に取り組む態度】【知識】
ライフイベントの内容と必要なとお金について、社
会保険制度や関連法規について理解している。
【思考・判断・表現】
将来の職業生活と経済的自立について情報を収
集・整理し、蓄積している。
【主体的に学習に取り組む態度】

評価方法

定期テスト
小テスト
レポート
ワークシート

定期テスト（論述問題など）
小テスト
レポート
ワークシート
観察（学習状況，討論・発表など）
学習の振り返り

学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

科目：「生活産業基礎」の目標，評価方法
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

目標

生活産業や関連する職業について体
系的・系統的に理解しているとともに、
関連する技術を身に付けている。

生活産業や関連する職業に関する課題
を発見し、生活産業を担う職業人として
合理的かつ創造的に解決する方法を蓄
積することができる。

対象学年組 第1学年５組

使用教科書 実教出版「生活産業基礎」

教科 家庭 単位数 年間授業時数(予定：単位数×35時間)

科目 生活産業基礎 2 70時間
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令和5年度（１学年用）年間授業計画　都立農業高等学校全日制課程

【学びに向かう力、人間性等】
生活産業における情報および情報技術の活
用や専門性の向上を目指して自ら学び、生
活の質生活産業の振興に主体的かつ協働
的に取り組み、貢献しようとしている。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観察、授
業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

1
単
元
1

2
中
間

【単元名】
「生活産業情報」とは

【目標】
授業内容、PC室の使用法につ
いて理解する。

・授業説明、PC教室
の使用方法説明、コ
ンピュータの習熟度
や経験、現在の技能
や知識についての調
査
・基本操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

1
単
元
2

5
中
間

【単元名】
　情報化の進展と生活産業
【目標】
事例を通して、情報機器や情報
通信ネットワークについて理解
する。

・講義
・動画視聴
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

1
単
元
3

8
中
間

【単元名】
Word 1
【目標】ワープロソフトを使用し、
文章作成や表作成ができるよう
になり、自身の生活に役立てよ
うとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

1
単
元
4

5

中
間
・
期
末

【単元名】
情報モラルとセキュリティ
【目標】
事例等を通して、情報に関する
法規、情報モラル、情報通信
ネットワークの仕組み及びセ
キュリティ管理の方法や重要性
について理解し、情報モラルや
セキュリティ管理に関する課題
の解決に向けて考察し、工夫し
ようとしている。

・講義
・動画視聴
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

【知識・技能】
授業内容、PC室の利用方法について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
学期ごとの学習計画を自身で考えようとしている。
自身のコンピュータの習熟度を理解し、調査用紙に
空欄なく記入する。
【主体的に学習に取り組む態度】
疑問点や不明点を明確し、作業を協働的に行い、
課題を解決しようとしている。家庭にPCのある場合
は自主学習や生活に生かそうとしている。

【知識・技能】
情報処理や情報技術に関する用語、情報システム
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
現在、過去、未来の情報伝達についての問題点を
考え、意見交換等を行うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会に興味、関心をもって学習し、作業を協働
的に行い、時間内に授業課題を終えることができ
る。

【知識・技能】
基本的なワープロソフトの機能の名称や操作を理
解し、文章作成や表作成では操作技術を活用して
いる。
【思考・判断・表現】
操作や技術をどのように活用するかを考えて、文書
や表を作成しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
理解した操作や技術に興味、関心を示し、作業を
協働的に行い、時間内に授業課題を終えることが
できる。

【知識・技能】
情報に関する法規、情報モラル、情報通信ネット
ワークの仕組み及びセキュリティ管理について理解
している。情報通信ネットワークに関する技術を身
につけようとしている。
【思考・判断・表現】
情報モラルやセキュリティ管理の課題解決に向け
て、操作や技術をどのように活用するか、考察して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報に関する法規、情報モラルやセキュリティ管理
に興味、関心を示し、協働的に意見を出し合うこと
ができる。

評価方法

定期テスト
小テスト
レポート
ワークシート

定期テスト（論述問題など）
小テスト
レポート
ワークシート
観察（学習状況，討論・発表など）
学習の振り返り

学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

科目：「生活産業情報」の目標，評価方法
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

目標

生活産業の各分野における情報の意
義や役割、情報及び情報技術を活用
する方法について、体系的・系統的に
理解しているとともに、関連する技術
を身に付けている。

生活産業や関連する職業に関する課題
を情報及び情報技術を活用して発見し、
生活産業を担う職業人として合理的かつ
創造的に解決する方法を蓄積することが
できる。

対象学年組 第1学年　　　　５　　　組

使用教科書 実教出版「生活産業情報」、実教出版「30時間でマスターOffice２０１９」

教科 家庭 単位数 年間授業時数(予定：単位数×35時間)

科目 生活産業情報 2 70時間
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学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

2
単
元
5

4
中
間

【単元名】
Word ２
【目標】ワープロソフトを使用し、
ビジネス文書の作成や画像を取
り込んだ書式設定ができるよう
になり、今後の生活に役立てよ
うとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

2
単
元
6

2

中
間
・
期
末

【単元名】
Word ３
【目標】ワープロソフトを使用し、
図形や描画を取り込んだ文書や
表の作成ができるようになり、今
後の生活に役立てようとしてい
る。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

2
単
元
7

4

中
間
・
期
末

【単元名】Excel １
【目標】表計算ソフトを使用し、基
本操作や機能を理解し、操作技
術を身に着けて、今後の生活に
役立てようとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人１台端末の活
用

2
単
元
8

8 期
末

【単元名】Excel ２
【目標】表計算ソフトを使用し、基
本操作や機能を活用し、関数の
操作技術を身に着けて、今後の
生活に役立てようとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人２台端末の活
用

3
単
元
9

8
期
末

【単元名】Excel ３
【目標】表計算ソフトの基本操作
や機能や基本的な関数の操作
技術を身に着け、関数の検索の
機能を今後の生活に役立てよう
としている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人３台端末の活
用

【知識・技能】
基本的な表計算ソフトの機能の名称や操作を理解
し、操作技術を身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
どのようなときにその機能を活用するのか、操作や
技術を考えて、活用している。
【主体的に学習に取り組む態度】
表計算ソフトの機能や操作、技術に興味、関心を示
し、作業を協働的に行い、時間内に授業課題を終
えることができる。

【知識・技能】
基本的な表計算ソフトの機能の名称や操作を活用
し、基本的な関数の操作技術を理解し、身につけよ
うとしている。
【思考・判断・表現】
関数の機能をどんなときに活用するのかを考えて、
操作技術を活用できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
表計算ソフトの関数の機能や操作、技術に興味、
関心を示し、作業を協働的に行い、時間内に授業
課題を終えることができる。

【知識・技能】
基本的な表計算ソフトの機能の名称や操作を理解
し、検索の機能や操作技術を身につけようとしてい
る。
【思考・判断・表現】
どのようなときに検索機能を活用するのか、操作や
技術を考えて、活用している。
【主体的に学習に取り組む態度】
表計算ソフトの関数の検索機能や操作、技術に興
味、関心を示し、作業を協働的に行い、時間内に授
業課題を終えることができる。

【知識・技能】
基本的なワープロソフトの機能を活用し、ビジネス
文書や画像の取り込んだ書式設定の操作技術を
身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
適切な公式文書や見やすい文書を作成する上で、
基本操作や技術をどのように活用するかを考えて、
文書や表を作成できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
文書作成の操作や技術に興味、関心を示し、作業
を協働的に行い、時間内に授業課題を終えること
ができる。

【知識・技能】
基本的なワープロソフトの機能を活用し、図形や描
画を取り込んだ文書や表の作成の操作技術を身に
つけようとしている。
【思考・判断・表現】
条件内で個性を生かした文書やカードを作成する
上で、基本操作や技術をどのように活用するかを
考えて、文書や表を作成できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
図形や描画を取り込んだ文書を作成するための操
作や技術に興味、関心を示し、作業を協働的に行
い、時間内に授業課題を終えることができる。
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学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

3
単
元
10

4

中
間
・
期
末

【単元名】プログラミング
【目標】ぷよぷよを使ったプログ
ラミン教育用ソフトを使用し、プロ
グラミングの概要を理解し、簡単
な操作をできるようにする。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人４台端末の活
用

3
単
元
11

4 期
末

【単元名】生活産業におけるコ
ミュニケーションと情報デザイン
【目標】情報機器や情報通信
ネットワークを利用し、収集、処
理、分析、発信を通して、情報コ
ンテンツを作成し、目的や対象
に適したコミュニケーションの方
法を選択し、情報や情報技術を
活用しようとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人５台端末の活
用

2.3

単
元
12

6
期
末

【単元名】PowerPoint　１

【目標】
情報発信の手段を理解し、プレ
ゼンテーション資料の作成方法
について学び、機能や操作を身
につけようとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人５台端末の活
用

2.3

単
元
13

6
期
末

【単元名】PowerPoint　２

【目標】
プレゼンテーションソフトの基本
操作を活用して個性を生かした
資料を作成し、資料を用いて情
報発信をする。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人６台端末の活
用

単
元
14

4
期
末

【単元名】PowerPoint　まとめ

【目標】
クラスのプレゼンテーション発表
を通して、情報発信について考
察し、今後の情報発信に向けて
改善をしようとしている。

・講義
・操作
・教科書2冊、ファイ
ル
・一人７台端末の活
用

【知識・技能】
様々なメディアの特性とコミュニケーション手段の特
徴を理解し、情報コンテンツ作成に関係する機能や
技術を身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
目的や対象に応じたコミュニケーションの方法や情
報デザインについて課題を発見し、その解決に向
けて考察し、工夫しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業におけるコミュニケーションと情報デザイ
ンについて自ら学び、生活の質の向上と社会の発
展に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

【知識・技能】
個々で情報コンテンツ作成をする上で、関係する機
能や技術を学び、新たに身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
他者のプレゼンテーションを視聴することで、目的
や対象に応じたコミュニケーションの方法や情報デ
ザインについて課題の意見交換を行い、その解決
に向けて考察しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
プレゼンテーション発表の企画を自ら役割を決めて
行い、生活産業におけるコミュニケーションと情報
デザインについて、今後の生活の質の向上と社会
の発展に向けて、主体的かつ協働的に取り組もうと
している。

【知識・技能】
プログラム言語の種類と特性について理解し，プロ
グラムを作成する技術と，複数
のプログラムを統合する技術を身につけようとして
いる。
【思考・判断・表現】
プログラミングの操作や技術を考えて、活用しようと
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
プログラミングの機能や操作、技術に興味、関心を
示し、作業を協働的に行い、時間内に授業課題を
終えることができる。

【知識・技能】
様々なメディアの特性とコミュニケーション手段の特
徴を理解し、情報コンテンツ作成に関係する機能や
技術を身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
目的や対象に応じたコミュニケーションの方法や情
報デザインについて課題を発見し、その解決に向
けて考察し、工夫しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業におけるコミュニケーションと情報デザイ
ンについて自ら学び、生活の質の向上と社会の発
展に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

【知識・技能】
様々なメディアの特性とコミュニケーション手段の特
徴を理解し、情報コンテンツ作成に関係する機能や
技術を身につけようとしている。
【思考・判断・表現】
目的や対象に応じたコミュニケーションの方法や情
報デザインについて課題を発見し、その解決に向
けて考察し、工夫しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活産業におけるコミュニケーションと情報デザイ
ンについて自ら学び、生活の質の向上と社会の発
展に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
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【学びに向かう力、人間性等】
適切な食品の選択や活用の面から食生活
の充実向上を目指して自ら学び、食品のも
つ機能の展開に主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

ワークシート
観察（学習状況，討論・発表、行動観察、授
業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

1
単
元
1

27

中
間
・
期
末

【単元名】
植物性食品とその加工品
【目標】
植物性食品の栄養的特徴、調理上
の性質、利用法などを理解するとと
もに、植物性食品への関心を高め、
植物性食品のもつ機能の展開に主
体的かつ協働的に取り組もうとして
いる。
植物性食品のもつ栄養面の機能、
嗜好面の機能及び生体調節面の機
能を理解しているとともに、植物性
食品の機能への関心を高め、植物
性食品のもつ機能の展開に主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

・指導事項
穀類、いもおよびで
んぷん類、砂糖およ
び甘味類、豆類、種
実類、野菜類、果実
類、きのこ類、藻類
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分表
・一人１台端末の活
用　等

2
単
元
2

22

中
間
・
期
末

【単元名】
動物性食品とその加工品
【目標】
動物性食品の栄養的特徴、調理上
の性質、利用法などを理解するとと
もに、動物性食品への関心を高め、
動物性食品のもつ機能の展開に主
体的かつ協働的に取り組もうとして
いる。
動物性食品のもつ栄養面の機能、
嗜好面の機能及び生体調節面の機
能を理解しているとともに、動物性
食品の機能への関心を高め、動物
性食品のもつ機能の展開に主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

・指導事項
魚介類、食肉類、卵
類、乳類
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分表
・一人１台端末の活
用　等

3
単
元
3

15

中
間
・
期
末

【単元名】
その他の食品
【目標】
その他の食品の栄養的特徴、調理
上の性質、利用法などを理解すると
ともに、その他の食品への関心を高
め、その他の食品のもつ機能の展
開に主体的かつ協働的に取り組もう
としている。
その他の食品のもつ栄養面の機
能、嗜好面の機能及び生体調節面
の機能を理解しているとともに、そ
の他の食品の機能への関心を高
め、その他の食品のもつ機能の展
開に主体的かつ協働的に取り組もう
としている。

・指導事項
油脂類、菓子類、嗜
好飲料類、調味料お
よび香辛料類、調理
加工食品類、ゲル状
食品、特別用途食
品、保健機能食品
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分表
・一人１台端末の活
用　等

【知識・技能】
植物性食品の特徴を理解している。
植物性食品のもつ機能を理解している。
【思考・判断・表現】
植物性食品に関する課題を発見し、その解決に向
けて考察している。
植物性食品のもつ機能を活用する上での課題を発
見し、その解決に向けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
植物性食品の分類とその特徴について自ら学び、
植物性食品のもつ機能の展開に主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。
植物性食品の機能について自ら学び、植物性食品
のもつ機能の展開に主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

【知識・技能】
動物性食品の特徴を理解している。
動物性食品のもつ機能を理解している。
【思考・判断・表現】
動物性食品に関する課題を発見し、その解決に向
けて考察している。
動物性食品のもつ機能を活用する上での課題を発
見し、その解決に向けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
動物性食品の分類とその特徴について自ら学び、
動物性食品のもつ機能の展開に主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。
動物性食品の機能について自ら学び、動物性食品
のもつ機能の展開に主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

【知識・技能】
その他の食品の特徴を理解している。
その他の食品のもつ機能を理解している。
【思考・判断・表現】
その他の食品に関する課題を発見し、その解決に
向けて考察している。
その他の食品のもつ機能を活用する上での課題を
発見し、その解決に向けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
その他の食品の分類とその特徴について自ら学
び、その他の食品のもつ機能の展開に主体的かつ
協働的に取り組もうとしている。
その他の食品の機能について自ら学び、その他の
食品のもつ機能の展開に主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。

評価方法

定期テスト
ワークシート

定期テスト（論述問題）
レポート
ワークシート
観察（学習状況，討論・発表など）
学習の振り返り

学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

科目：「食品」の目標，評価方法
【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】

目標

食品の分類とその特徴、食品の機
能、食品の表示、食品の加工と貯蔵
などについて体系的・系統的に理解
するとともに、関連する技術を身に付
けている。

食生活の現状から食品に関する課題を
発見し、食品を適切に選択、活用して食
生活の充実向上を担う職業人として合理
的かつ創造的に解決することができる。

対象学年組 第1学年５組

教科担当者 谷野　晴樹

使用教科書 全国調理師養成施設協会　調理師養成教育全書　２食品と栄養の特性

教科 家庭科 単位数 年間授業時数(予定：単位数×35時間)

科目 食品 2 70時間
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学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

3
単
元
4

2

中
間
・
期
末

【単元名】
食品の表示
【目標】
食品の表示について法規や制度と
関わらせて理解しているとともに、
各種食品の具体的な表示方法を理
解し、関連する技術を身に付け、食
品のもつ機能の展開に主体的かつ
協働的に取り組もうとしている。

・指導事項
食品の表示
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分表
・一人１台端末の活
用　等

3
単
元
5

2

中
間
・
期
末

【単元名】
食品の加工と貯蔵
【目標】
食品の加工について、物理的加
工、化学的加工及び微生物や
酵素による加工の目的、方法及
び成分の変化を理解するととも
に、食品の貯蔵については、代
表的な貯蔵の方法の原理と特
徴の概要を理解し、食品の加工
と貯蔵への関心を高め、食品の
もつ機能の展開に主体的かつ
協働的に取り組もうとしている。

・指導事項
食品の加工、食品の
貯蔵
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分表
・一人１台端末の活
用　等

3
単
元
6

2

中
間
・
期
末

【単元名】
食品の生産と流通
【目標】
多様化する食品の生産と食料需
給の概要を理解するとともに、代
表的な食品の流通機構の概要
を理解している。また、食品と生
産と流通への関心を高め、食品
のもつ機能の展開に主体的か
つ協働的に取り組もうとしてい
る。

・指導事項
食品の国内生産と輸
入、食品の流通
・教材
調理師養成全書必
修編２、食品成分表
・一人１台端末の活
用　等

【知識・技能】
食品の表示により提供される食品の情報を理解
し、収集・整理できる。
【思考・判断・表現】
食品の表示を活用する上での課題を発見し、その
解決に向けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品の表示について自ら学び、食品のもつ機能の
展開に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

【知識・技能】
食品の加工と貯蔵の特徴について理解し、関連す
る技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
食品の加工と貯蔵における課題を発見し、その解
決に向けて考察すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品の加工と貯蔵について自ら学び、食品のもつ
機能の展開に主体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。

【知識・技能】
食品の生産と流通について理解している。
【思考・判断・表現】
食品の生産と流通における課題を発見し、その解
決に向けて考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品の生産と流通について自ら学び、食品のもつ
機能の展開に主体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。
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【学びに向かう力、人間性等】
調理の面から食生活の充実向上を目指して
自ら学び、創造的な調理に主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

調理ノート
観察（学習状況、討論・発表、行動観察、授
業中の発言など）
生徒による自己評価や相互評価
学習の振り返り

１
・
２
・
３

単
元
1

60

中
間
・
期
末

【単元名】
（１）調理の基礎

【目標】
調理の基礎的な理論として，調
理の目的を理解できるようにし
た上で，熱源及び調理機器，加
熱操作，非加熱操作などの調理
操作の方法と特徴，代表的な食
品の調理上の性質を理解できる
ようにするとともに，調理への関
心を高め，創造的な調理に主体
的かつ協働的に取り組むことが
できるようにする。

ア調理の目的
イ熱源及び調理機器
ウ調理の種類と基本操
作
エ食品の性質
・実習、講義
・調理ノート
・定期テスト
・実技試験
・振り返り

１
・
２
・
３

単
元
2

60

中
間
・
期
末

【単元名】
（３）様式別の献立と調理

【目標】
日本料理，西洋料理について，
代表的な料理の特徴と献立構
成の基本を理解し，実習を通し
て，目的や条件に応じた献立作
成と調理ができるようする。ま
た，様式別の食器，食卓構成，
食卓作法などについて関心を高
め，創造的な調理に主体的かつ
協働的に取り組むことができる
ようにする。

ア日本料理
イ西洋料理
・実習、講義
・調理ノート
・定期テスト
・実技試験
・振り返り

１
・
２
・
３

単
元
3

20

中
間
・
期
末

【単元名】
（４）目的別・対象別の献立と調
理
【目標】
日常食，行事食・供応食の食事
など，目的や対象に応じた献立
を作成し，適切な調理ができる
ようにするとともに，目的別・対
象別の献立と調理への関心を
高め，創造的な調理に主体的か
つ協働的に取り組むことができ
るようにする。

ア日常食
イ行事食・供応食
・実習、講義
・調理ノート
・定期テスト
・実技試験
・振り返り

【知識・技能】
調理の基礎について理解し，関連する技術を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
調理における課題を発見し，その解決に向けて考
察し，工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
調理の基礎について自ら学び，創造的な調理に主
体的かつ協働的に取り組んでいる。
・調理ノートを期日までに提出することができる。
・調理ノートは、必要事項を記入することができる。

【知識・技能】
様式別の献立と調理の特徴を理解し，関連する技
術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
様式別の献立を調理する際の課題を発見し，その
解決に向けて考察し，工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
様式別の献立と調理について自ら学び，創造的な
調理に主体的かつ協働的に取り組んでいる。
・調理ノートを期日までに提出することができる。
・調理ノートは、必要事項を記入することができる。

【知識・技能】
目的別・対象別の献立と調理の特徴を理解し，関
連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
目的別・対象別の献立を調理する際の課題を発見
し，その解決に向けて考察し，工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　目的別・対象別の献立と調理について自ら学び，
創造的な調理に主体的かつ協働的に取り組んでい
る。
・調理ノートを期日までに提出することができる。
・調理ノートは、必要事項を記入することができる。

評価方法

定期テスト
定期実技試験

定期テスト（論述問題など）
ワークシート
観察（学習状況、討論・発表など）
学習の振り返り
調理ノート

学
期

通し
番号

配当
時数

定期
考査
範囲

単元名・目標 指導項目・内容 評価基準
(おおむね満足できる評価基準(B)中心に記述)

科目：「調理・調理実習」の目標，評価方法
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

目標

調理の基礎、献立作成及び様式別調
理などについて体系的・系統的に理
解するとともに関連する技術を身に付
けている。

食生活の現状から調理に関する課題を
発見し、調理を通して食生活の充実向上
を担う職業人として合理的かつ創造的に
解決する力を身に付けている。

対象学年組 第1学年　５組

使用教科書 新 調理師養成教育全書 必修編  第４巻 調理理論と食文化概論、第５巻 調理実習

教科 家庭 単位数 年間授業時数(予定：単位数×35時間)

科目 調理・調理実習 4 140時間


